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内 容 梗 概

務の機械化が普及し,本社一二l二場間,各駅間などで情報の授受を行なう電信回線が急激に増大しつつ

ある0その伝送路を構成する搬信のトランジスタ化は最近の技術的動向より当然の成行といえる｡

従来の真空管装置の最大の障害原因であった真空管の故障,有梅リレーの故障はトランジスタ化により解決

し高信頼度のデータ伝送に最適である｡そのほか電源設備の小形化,床面積の低減など多くの利点がある｡特

にトランジスタリレーとLては日立製作所製トラソジスタ2SB82Hを用いているので,線路抵抗1.5kflま

で使用することができる｡

今回6CHのFS式トラソジスタ搬信の試作を好成績で完了し,これを基礎にR本国有鉄道に帯域外搬信を

納入した｡

本稿は6CH搬信ならびに帯域外搬信の概要とその性能について述べている｡

l.緒 言

務の機械化などにより電信回線は急激な増大を示しつつあ

る｡その伝送路である搬送電 局も回線数の増大,品質の向上が

要求されてきた｡

従来搬送電信装置は主として文書通信に使用されていたが,電子

計算機の発達に伴ない,電子計算機を中央処理装置として地方の情

報を集中処理するいわゆるIDP システムの情報伝送路とLて使用

されてきている｡これらの情報は数値を主体とし同線での誤字を極

力減少しなければならない｡

従来搬送電信装置では障害原因として真空管の劣化,信号出力回

路に使用される有権リレーの障害があげられ これらの安定化は急

務であった｡

トラソジスタの信頼度は 蹟として向上し,搬送電信装 にも導

入されるようになり,上記障害を除去するため顧客の標準仕様が改

版された｡

日立製作所では昭和35年9月,国鉄の 準仕様に基づき主要幹線

の音声電話回線に重畳して6CHの多重電信回線を構成するNU-

607形FS式搬送電信装置の試作を完了した｡また昭和36年8月

NU-608形およびNU-101形FS式超可聴周波用鼓送電信装置を日

本国有鉄道に納入し,北海道の12個所で活躍している(弟1図)｡

各装置は,従来真空管 搬送電信装置の最大の障害原因であった

真空管および有極リレーをトランジスタ化し

無保守運転が可能となり信蹟性が高い｡

消費 力が数分の1に減少した｡

占有床面積が減少した｡

などの特長がある｡

以下に各装置の概要とその性能を記述する..

2.回 線 構 成

Ntト607は~二l三として比較的l‖l線数の多い幹線に用いられ,4線の

音声帯域抑こ6CHを構成するものである｡各種搬送回線の適ぶづ

量8dBの回線に適合するように設計されている｡

一方ローカル線には,NU-6鵬および101が使われ,裸線または

ケーブル回線の音声帯域外高域に最大6CHの電信路を構成するも

のである｡この帯域外搬信は一対の裸線に弟2図に示すように最大

6偶の尾端局が連接式に接続され,他端の菖端局との閃でのム通†言･

される｡首端局をNU--608形,1一己端ん抽NUlOl形と呼び,2線で

*
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第31沼 用 紙 数 西d 置l果1

佗J~rJさJtるので第3図に示すように各電信路の送受は異周波で行な

われる‥線路損失は2()dB以卜の回線に適合L■,さらに損失の多い

場斜こは小継器をそう入できるよう周波数が配置されている｡また

電源はり 印刷電信機電源の±5()Ⅴのみで動作する｡
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第1衷 NU-づ07 主 要 規 格
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第4図 NU-607 外 観

NU-607とNU-608との接続は,テープ巾継な原則とするが,

臣の規則ひずみは5%以下にあj),i購己巾

3,NU･る07形搬送電話装置

3.1概 要

本装躍は岡鉄仕様書に 封設て

も可能である｡

された6CHのFS式搬送電信

装置で,短搬,マイク可両線などの主要幹線の音声電話回線に 捏

して電信回線を構成するもので,緒宕~で述べたような特長を右して

いる｡

3.2 お も な規格

おもな規格は弟1表のとおi)である｡

3.3 構 造

本装置は高さ900mm,幅520Ⅰ--m,奥行225n-1ユーのきょう休か

らなり,前面は掘作部カのモニタ盤,ジャック盤,グー ナ/L盤な

除きカ/し一でおおってある｡

弟4図は前面実装岡二お.亡びCH部分のカバーをはずLたところの

写真をホす｡きょう体内部は7つの棚に分かれ,卜の3つの棚ほCH

ユニットを実装し,4段=は監側磯,警幸膵,5段｢tほジャック盤･

6段｢=£ブランクバネ′し,7段=は外糾妾綻端巨乙~のほかが突装さ

れているしJCH部はシート形パわLか仁バ戊り,プリント配線が施さ

JLている｡

本装置は草_l二形でぁるれ標準鉄架に7ケ､ソナノン′トな付けカニ

とにより実装することができる∩

3.4 送 信 部

舞5図は本 置のプロ､ソクダイヤグラム坑J｣二す-｢

S･-LOOPより到来する±20111Aの電流によって発振周波数は小

心周波数忙対し±:‡‖c/sの偏移を剋-)⊥MBFを適ってほかのCHと
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第5岡 NU-607ブロックダイヤグラム
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第61宍1トランジスタリレー回路

出力が合成される.= この出力は搬送電話の4W-Sに接続されるの

でこの人カレベルは-8dBに適合するよう -23dBm/CHに調整

され4ⅥトーSに また±20mAが入力断のとき+30c/s

が発振し受信側をマークホールドにする｡

3.5 受 信 邪

教送電許の4W-Rからほいった信号は,受信ろ波器で自己の信号

のみを選択し検波器盤(DET)にはいる｡DETほ振幅制限回路(リ

ミッタ)と周波数弁別回路(ディスクリミネ一夕),レベル低下検出

回路の一部から構成されている｡リミッタは入力レベル変動を圧縮

し,ディスクリミネータに加える｡ディスクリミネータは周波数弁

別して正負の電圧を取り出し次段のトラソジスタリレー盤に加え

る｡トランジスタリレー盤はシュミット回路,トラソジスタリレー,

レベル低下検出回路の各部から構成され,DET盤の出力により,

R-LOOPに接続された負荷に,±20mAの電流を送出する｡

トランジスタリレーとしては日立製作所製2SB82Hのパワート

ラソジスタ2石を使用して負荷抵抗1.5knまで使用でき非常にす

ぐれた性能を有している｡

レベル低下検出同格は入力レベルの低下(断)を検出して,トラソ

ジスタリレーの出力をマークホールドし警報を発する｡

3.る トランジスクリレ一回路

第d図はトランジスタリレ←回路を示す｡受信回路にムー〝がく

るとTl,C5が同調し,月C2により(+)電圧が発生する｡逆に人十〝

がくるとr2,C6が同調し,月C3により(一)電圧が発生する｡この

(-†)(-)の田力は軋月zを通ってT月51,m52から成るシュミット

】L】t蜘こ印加される｡T尺51のコレクタ電FEは-〝のときカットオ

フ,+〟のときボトムとなる｡辿にTR52のコレクタ電圧は｢〟

のときボトムし,-ト〝のときカットオフである｡T児島のコレクタ

電圧は尺9を過して,7'尺S｡,7Ⅵ54から成るトラソジスタリレー回路

に接続される｡今7､月S4iこ人力があり,導通状態になると端子9→

凡1→了ⅥS｡-,札:i→RCl→端子13→負荷に(一卜)電流が流出するt〕この

とき凡=iに充f=】た電仙ま,了'尺S3のベースに正電圧としてかかi)

r月53なカットオフにする.-,
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第2表 NU-607電源電圧変動対周波数,レベル特性
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7岡 NU-607商流電イ言電流対発振周波数情什

人力レベル((ガノ

第8図 NU-607リ ッ タ 特性

逆に和もに入力がない場合には,凡1,孔2に電流が流れ,凡lに

発生した電圧は孔｡を介してm54のベースに印加され7Ⅵ54をカ

ットオフにし,一方m53はR15により,ベース電流が流れ導通状

態になり端子8→‰→m53→端子13を通って負荷に(-) 流が流

出する｡この場合,月Clが作用し凡5からの電流をすべてベース電

流としている｡

またれ,舟らからなる回路は監視回路で,受信回路に
】∃号波が到

来していれば,(+)電圧が発生して,T児55をカットオフにする｡

このためmざ¢はボトムし月23,点n,屈24,点25に電流を流す｡この電

圧を分割して,ディスクリ

すれば,電圧が変りシュ

ネータの出力に重畳する｡屈折を変化

ット回路のスライスレベルが変化Lひず

みを調整することができる｡

受信回路の信号波が断またはレベル低下(約20dB)したときは,

虎C4の出力がなくなり,mざ5をボトムし

る｡7Ⅵ量のコレクタは(-)電圧となり,

ト回路,トラソジスタリレー同居鋸こ加わi),

れ,マークホールドにする｡

3.7 性 能

弟7図は直流

r斤56をカットオフにす

この(-) 圧がシュミッ

負荷にほ=-)電流が流

信電流をL20mAから+20mAまで変化させた

ときの発振周波数を,弟2表は電源電拝変動による周波数変化をホ

したものでその変化量は0･2c/sとなっており,非′御こ安定である｡

また直流電信電流がOmAのとき1,410.Oc/sとマーク周波数になっ

ており･マークホールドすることができる｢,第8図ほリミッタ特作,

第44 第3号

節9一式】NU･-607ディスクリ ネ一久特性

周波数(〟c)

第10岡 NU｣;07送信ろ波器減衰特性

第11岡 NU-607受信ろ波器減衰特性
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第12岡 NU--607レベル変動対税別ひずみ特作

弟9図はディスクリ ネ一夕特性であるが,いずれも良好である｡

弟10図は変調帯域ろ波器,弟11図は復調帯域ろ波器の特性である｡

弟12図はレベル変動対規則ひずム特性を′云Lている｢〕FS方式は,

レベル変動に対Lて非常に強い｡
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第13図 超可聴周波用瀬信線路接続図

4.NU･dO8形およびNU･10】形搬送電話装置

ん1概 要

装置は 鉄仕様書 電12509引こ適合するよう設計されたFS式

超可聴周波用搬送 信装置でローカル区間で1CHの撒送電信を構

成するために使用される｡本装置は線路損失20dB以下の線路に

続され,2線式で構成される｡この線路には,実回線および裸線搬

送電話装置も同時に重畳されることもあるので,接続は線路ろ披器

および双信ろ波器と組み合わせ第13図のようになる｡

本装置は首端局尾端局間で対向させる｡NU-608形は低群または

高群の3CH実装の首端局となり,NU▼101形は尾端局で1CH実

装である｡なお尾端局が1局のみの回線の首端局は特に1CH実装

のものが用意されていて,首端局Ⅱ形として3CH実装の首端局Ⅰ

形と区別される｡

一般にローカル区間は,主として直流電信区間であるから,直流

-24Vの電源を持たないところが多い｡それゆえ電源には印刷電信

源±50Vを使用している｡印刷電信機よりの雑音や,リップ

ルの多いエリミネータ電源が予想されるので,その影響を受けない

よう考慮してある｡

4.2 お も な規格

おもな規格は第3表のとおりであるし

4.3 構 造

NU--608は高さ1,0001Tll叫IIJli520111111,

奥行225nlmのきょう休,NU-101は高

さ420mm,幅520111m, 行2251111¶

のきょう体からなり,前面は操作部分の

あるジャック盤,ター ナル盤を除き,カ

バーでおおってある｡第14図はNU-608

の前面 装囲およびカ/ミーをはずしたと

ころ,弟15図はNU-101の前面および

カバーをはずしたところを示している｡

NU-608の低群および高群は3CH実

装容量のきょう体を積み重来て設躍されるし)

るが,アタッチメントを付けることにより,

信 装 置

第3去 NU-608,101主 要 規 格

通 信 刀 式

通 信 路 数

搬 送 周 波 数
(c′/s)

偏 移 周 波 数
(c/s)

通 信 速 度

線 路 損 失

自動レベル応勅範囲

負 荷 抵 抗

電 信 ひ ず み

FS方式

6CH(首1局)

1CH(首皿局･尾端局)

3,700-5,040

4,000-5,胡0

4,320-5,880

7,400-10,080
8,000-10,鍋0

8,640-11,760

:土60
士 85

=ヒ120
士170

50ポー以下

20dB以下

那レベル!遥dB
1.5kn以下

10%以下

±50V

NU--1り1は卓上形であ

容易に標準鉄架に積載

することができる｡

4.4 送 信 部

弟1d図はブロックダイヤグラムである｡送信回路の機能は3･4

項で記述したことと同じであるが,周波数が高いため,偏移幅を広

くし送信ろ波器の帯域も広く取ってある｡これは周波数が高くたる

に従って広くなり,周波数変動によるひずみを極力おさえている〇

送信ろ波器を出た搬送波は,受信回路および他回路と合成され第
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低群用

高群用

3,700～4,320

5,040～5,880

7,400～8,640

10,080～11,760

国鉄仕様1k【1以~F

第14図 NUJSO8 外 観

第15図 NU-101 外 観
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第16図 NU-101ブロックダイヤグラム
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第18図 NU-101レベル変動対規則ひずみ特性

周波数川c)

第19図 NU-101送信ろ波路減衰特性

13図のCF-Lにつながれ,線路へ送出される

4t5 受 信 回 路

弟13図のCF-Lを通った相手局よりの搬送披は,黄lる図〟)受

信回路にはいり,負荷に±20n-Aの山流伝り濁流を送出するし機能

は3･5項に記述Lたこととほとんど同じであるが,前者と異なると

ころは,線路損失が20dBの闘一目に樹†ほれるため,受Hレベノけ;

低いので,検波器盤のり

なっていることである｡

4.る 性 能

ッタがより仏いレベルで動作するように

売=7図ほ直流電信電流を-30nlAから+201-1Aまで射ヒさせ

たときの発振周波数を表わしたもので,入力断すなわちOmAのと

き+〝を発振してマークホールドすることができる｡

発‖8図はレベル変動対規則ひずみ 性で,レベルの変動に対して

ほとんど変化なく,電源電圧変動にも強い｡1:3,3:1のひずみを

含め入力変動±10dBで4%以下となっている｡

卸9図は送信ろ波器の減衰特性,第20図は受信ろ汲畏の減衰特
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第4表 温度,電圧変動対周波数特性

10%

+401 3,763

+20≡

十4/(C′ノsl

標 準

3,763

3,761

3,760

3,762

+10%

3,763

3,761

3,760

3,762

ー4/(cノ/s)

標 準

周波数 川c)

第20区1NU--101受信ろ波器減衰情性

【
訳
)
咤
ト
b

第21図 NU-101周波数変動対ひずみ特性

性を示す｡

第4表は温度ならびに電源電圧を変化させたときの発振周波数の

変化を示したもので,紬動こよる変化は2～3c/s(0.1%11~卜),電源

電医変劇による射ヒは0～1c/sでl一分･女′疋である｡

第21図は周波数変動に対｣~るこトート如けけ性なイLたもので10c/s

で6%となっている｡

5.結 言

これまで帯城内6CH搬信と帯域外搬信の概安とデータを記述し

たが,これらの 料ほ/㌢後の技術的発展の届礎となると
0

)
ヘ
ノ思

牛如こトランジスクリレ一にほ11)■_上製作所製高耐址,パワートラン

ジスタ2SB82Hを用い,貞荷机朝巌人1.5kQまで得らJLるすぐれ

た1■川三を得ている･-･今後トランジスタリレーは,電信機lノ摘l;にも華

人されるべきものと考えているし｣

｢l-二仁~弓削′1三桝では,ここに発したり､外に,ナけ域内1リ､ランジスタ

化24CH搬信を36隼5月宗成し,H_上■∠

活躍している｡

作所口上_l二陽一一本社問で

今後さらに,周波数ずれなどの問題点こ検討を加え,装置の安定

化を図るとともに価格の低減を図る努力を続ける所〟である｡

終りに臨み,絶えずご指導を頂いた国鉄通信

深甚の謝意を表するし}
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